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横浜市立大学における国際化の推進 

 
グローバル都市協力研究センター（GCI）設置の経緯 

 

横浜市立大学は、2009 年 9 月に開催されたCITYNET（アジア太平洋都市間協力ネット

ワーク）横浜大会において、「都市と大学」というセッションを開催し、主にアジア地域

を中心とした国内外の大学と都市問題の解決を学術的な立場からサポートしていく、アカデミック・コ

ンソーシアムを設立しました。 

このアカデミック・コンソーシアムを本学の国際化推進事業の核となる取組みとして

位置付け、主な活動テーマを「環境」「まちづくり」「公衆衛生」とし、研究院調整会議で決定

しましたユニットメンバーおよびアカデミック・コンソーシアム・メンバーにより「持

続可能な都市をめざして」都市の諸課題を解決する活動を展開し始めています。 

その成果として、2010 年 8 月には、アカデミック・コンソーシアム・国際シンポジウム、ならびに第

1 回総会を開催しました。また、2010 年 10 月にはアカデミック・コンソーシアムと世界銀行が

連携協力に関する覚書（MOU）を締結し、活動の基盤を築いてまいりました。 

今後、アカデミック・コンソーシアム事業の拡大が想定される中で、さらに体制を整

え、活動を推進する必要があることから、グローバル都市協力研究センターの設置につ

いて、月例のアカデミック・コンソーシアム・メンバー会議で検討ののち、学内会議で

は国際化推進委員会、教育研究会議、あわせて経営方針会議にも諮り、検討を進めてま

いりました。 

本学の国際化を推進するため、アカデミック・コンソーシアム事業の推進体制として、

グローバル都市協力研究センターを設置します。 

 
～ 設置までの活動経緯とこれからの予定  ～ 

平成２１年  ９月 CITYNET 横浜大会で「都市と大学」をテーマにセッションを 

          開催。アカデミック・コンソーシアムの設立 

平成２１年 １０月 メーリングリスト・ホームページの立上げ 

平成２２年  ５月 研究院調整会議においてユニットメンバーの確定 

平成２２年  ７月 Eco2 ワークショップ出席（世界銀行主催：スリランカ） 

平成２２年  ８月 アカデミック・コンソーシアム・国際シンポジウム開催 

平成２２年  ８月 第 1回アカデミック・コンソーシアム総会開催 

平成２２年  ９月 アカデミック・コンソーシアムの規約を策定 

平成２２年 １０月 アカデミック・コンソーシアムと世界銀行との MOU 締結 

平成２３年  ２月 Urban Week Presentation(世界銀行主催：ワシントン)出席 

平成２３年  ２月 第 2回総会開催校マレーシア科学大学にて協議・ 

ペナン市役所等とプロジェクトに関する協議 

平成２３年  ３月 まちづくりユニットによるシンポジウム開催 

平成２３年  ４月 グローバル都市協力研究センター設置 

平成２３年  ６月 環境ユニットによるシンポジウム開催（中国） 

平成２３年  ８月 第 2回アカデミック・コンソーシアム総会開催（マレーシア） 



【アカデミック・コンソーシアム推進体制】 平成 23 年 2 月 14 日 

 

 （研究開発部門）

１ 競争的研究資金獲得に向けた企画・調整  
ｼﾆｱ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ ２ ３ユニット分野融合型プロジェクト統括 

３ 世界銀行 Eco2 プロジェクト関連業務  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務支援部門）
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１ アカデミック・コンソーシアム・メンバー大学 

ームページ 
やメーリングリストも含めた広報活動 

４ その他事業活動における事務業務 

および各都市間における連絡・調整 
２ アカデミック・コンソーシアム事業に関する 

予算および決算 
３ アカデミック・コンソーシアムのホ
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と各都市間における調整・交渉 
２ アカデミック・コンソーシアム事業全体の企画
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交渉

際機関等

外部機関間における連絡・調整・  
２ 外部資金獲得のための企画書作成 

学術企画課 
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担当係長
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教育研究審議会 （教育研究会議） 経営審議会 （経営方針会議） 

国際化推進本部会議  

GCI運営委員会 国際交流委員会 
＜事務局：学務・教務課 ＜事務局：学術企画課＞  

●アカデミック・コンソーシアム事業の

●海外の大学等大学間協定に関する

運営・推進

こと 
●国際機関等との連携に関すること 

        （学術企画課）＞ 
必要に応じ相互乗入 

海外派遣プログラム選考会 マネジメント会議 （月例） 

●留学生の支援に関すること   
● ログラムの企画・

●その他国際化推進及び戦略に関すること 

海外派遣プ  
運営実施 



▼Eco2プログラム

▼世界の成功モデル都市 取組み

・横浜市（日本） 廃棄物対策

都市循環システム

・バンクーバー市（カナダ） 土地利用計画

・クリチバ市（ブラジル） 都市計画・開発

実のあるODAの使い方を模索

進めることで持続可能な都市社会の実現を目指す

・ストックホルム市（スウェーデン）

―　Eco2を柱としたアカデミック・コンソーシアムの具体的取組　―

世界銀行

対国・政府への支援に限界。都市ベースの支援が必要

経済成長を維持しつつ、環境にも配慮した都市化を

ミッション・ステートメント
（使命）

国境を超えた地球レベルの問題に取り組む、グローバルな視野を持って活躍する人材を育てるとともに、横浜市の
社会インフラとして、横浜市の国際政策と連動しながら、さまざまな分野での国際的な貢献を実現していきます。

Eco2都市とは？

エコロジカル（環境配慮）
で経済的な都市

【横浜市】
水・インフラ・

廃棄物・
電気自動車 etc

　知見↑資源化

【横浜市立大学】

【ﾊﾞﾝｺｸ市】
ﾀﾏｻｰﾄ
大学

【上海市】
上海交通

大学
【ﾑﾝﾊﾞｲ市】
ｳｨﾘﾝｶｰ
ビジネス
大学院アカデミック・コンソーシアム

事務局：横浜市立大学
【都市問題】
・上下水道

・スラム対策まちづくり
・公衆衛生
・ゴミ対策

・税財務システム
  ・交通インフラ  etc

　
　
　
　
途
上
国
の
都
市

【ペナン市】
マレーシア
科学大学

インドネシア

【ﾎｰﾁﾐﾝ市】
ﾍﾞﾄﾅﾑ

国家大学

ベトナム

都市＋大学 to 都市＋大学

”対価”

【ﾏﾆﾗ市】
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ
大学

フィリピン

世銀が重点
投資する

パイロット国
・都市

”大学による都市の有する知見の資源化及び提供・受入の円滑

アカデミック・コンソーシアムを活用！

↓　次の資料へ



活動計画について （※可能な限り、各ステップで学生が参画する）

プロジェクト
タイムスパン：７年？

発　掘 １年
形　成 １年
実　施 ５年
評　価 半年

2年毎

国境を超えた地球レベルの問題に取り組む、グローバルな視野を持って活躍する人材を育てるとともに、横浜市の
社会インフラとして、横浜市の国際政策と連動しながら、さまざまな分野での国際的な貢献を実現していきます。

―　アカデミック・コンソーシアムを核とした活動による市大の国際化実現へ　―
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活動費 ￥　ODA受注可能

＄　Eco2プログラム受注可能

実質的な連携

事業費
＄　少額案件受注可能
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